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四 塩化炭素肝障害ラ ッ ト肝の活性酸素代謝の

変動に対 する大柴胡湯 エ キ ス 経口 投与の影響
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【目的】既 に 、 演者 らは急性四塩化炭素（  1、）投与 ラ ッ トに 大柴胡湯 エ キ ス （DST ）を

経 口 投与す ると肝障害が抑制され 、 こ の 肝障害の 抑制が DST の 脂質過酸化抑制作用や 肝

の ア ス コ ル ビ ソ酸 （Asc．A ）と還元型 グル タ チ オ ソ （GSH ）レ ベ ル を上 昇 さ せ る作用 に よ

る こ とを報告 した 。 急性  1、肝障害で は 、 肝の過酸化脂質（LPO ）レ ベ ル の上昇やAsc．A 、

GSH 等の レ ベ ル の 減少 と共に 、 活性酸素の 消去 に よ る superoxide 　dismutase（SOD ）、

catalase 、
　glutathione 　peroxidase（GSH

−
px ）の 基質で あ る GSH の再生に 与 るglutathione

reductase （GSSG − R ）等の活性低下が報告 されて い る 。 そ こで 、　DST エ キ ス の 急性   1、

肝障害 に対す る抑制機序を更 に 明 らか に す る 目的で 、急性   14肝障害 ラ ッ ト肝の 活性酸

素代謝 の変動に 対す る DST エ キ ス 経 口 投与の 影響を経時的 に 調 べ た 。

【方法】実験に は 5 週齢の 雄性Wistar系ラ ッ トを用 い た 。 肝 障害 はオ リ
ー

ブ油で 希釈 し

た50％CCI、 （2m1 ／kg体重）を腹腔内投与 して 惹起さ せ た 。 対照群 に は同量の オ リ
ー

ブ油を

投与した 。 DST 末 （ツ ム ラ社製）は蒸留水 に懸濁 し、 体重 1   当 り 1g をCC1 、投与後 2 時

間に 経 口 投与 した 。 そ の 対照群に は 同量 の蒸留水を投与 した 。 ラ ッ トは   1‘投与後24、 48

お よび 72時間 の 時点で 下大静脈よ り血液 を採取 した後に 屠殺 し、肝臓 を摘出 した 。 採取 し

た 血 液 よ り分離 した血 清は ALT と AST 活性 の 測定 に 、 肝 ホ モ ジ ネー トはAsc ．A 、　 G

SH およ び LPO 量の 測定に 、 また肝 ミ トコ ソ ドリア 上清は SOD 、　catalase 、　GSH −
px 、

GSSG − R 等の酵素活性 の 測定に 用い た 。 こ れ らの 測定 は 、 既報に 述 べ た方法で 行 っ た 。

【結果お よび結論】  14投与 に よる血 清ALT とAST 活性 の 上 昇は CC1 、投与後 24時間

で 最 も高 く、 そ の 後漸次減少 した 。 こ の 両酵i素の 活性上昇 は  1、投与後24、48お よび 72

時間の 時点で DST 投与に よ っ て 抑制 された 。   1、 投与後24時間で の 肝 Asc ．A量 の 減少

お よび投与後24と48時間で の 肝 GSH 量の減少 と肝 LPO 量 の増加は DST 投与で 抑制 さ

れ た 。 また 、   1、投与後24、 48お よ び72時間で の 肝の SOD とcatalase の 活性低下 、 投与

後72時間で の 肝 GSH …
px の 活性低下 お よ び投与後24時間で の 肝GSSG − R の 活性低下は D

ST 投与で 抑制された 。 こ れ らの 結果か ら 、　 DST の 急tr．CCI　，肝障害に対する抑制 に は 、

こ の 肝障害に伴 う肝の活性酸素代謝能の 低下に対する抑制作用 も寄与して い る と推察され る 。
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